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主論文 

Ultrasonographic findings in nevus lipomatosus cutaneous superficialis: What differentiates this 

tumor from other soft tissue tumors? 

 

表在性皮膚脂肪腫性母斑の超音波所見：この腫瘍と他の軟部腫瘍との鑑別点は？ 

 

  Yukiko Nakanishi, Satoru Shinkuma, Yasuhiro Mitsui, Kohei Ogawa, Toshiko Hirai, 

Hideo Asada, Chinatsu Shobatake 

The Journal of Dermatology. 2024 Jan;51(1):56-61. 



論文審査の要旨 

 

表在性皮膚脂肪腫性母斑は真皮内の異所性脂肪組織の増生を特徴とする良性腫瘍で

あり、臨床的に脂肪腫や神経線維腫のような隆起する軟性腫瘤との鑑別が困難である。

特に多発型では脂肪肉腫と特徴が類似する。 

本研究では、表在性皮膚脂肪腫性母斑８症例について検討し、この腫瘍に特徴的な高

周波エコー所見を明らかにすることを目的とした。その結果、真皮に境界不明瞭、内部

不均一な高エコー腫瘤を認め、後方エコーの減衰を伴うことが明らかとなった。この特

徴は臨床的に類似した他の皮下腫瘤のエコー像と異なり、有力な鑑別点となり得る。本

研究は、表在性皮膚脂肪腫性母斑の鑑別診断に高周波エコー所見が有用である可能性を

示した有意義な研究であると評価できる。 

公聴会では、後方減衰の程度と組織型の関連性、走査手技の標準化、加齢に伴うエコ

ー像の違い、脂肪肉腫との鑑別、診断精度向上に向けての戦略などについて質問があっ

たが、何れの質問に対しても的確に回答していた。 

本研究では表在性皮膚脂肪腫性母斑の超音波所見を初めて明らかにし、臨床的に類似

した他疾患との鑑別診断に有用である可能性を示唆した。皮膚科領域における超音波検

査の今後のさらなる発展が期待され、医学博士の学位に値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに皮膚病態医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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